
平成 9年 

人口と世帯 薫薫．驚 No.890 
9月30日現在（ ）内は前回比、男23,973 (-6）女26,645 (- 4）計50,618 (-10）世帯17,695 (+ 9) 

〈手話って むずかしんだよ〉 
	

〈みんな大喜び、大爆笑ノ〉 

笑顔で新たな旅立ちを祝う 
七ッ館小学校120周年記念学習発表会 

〈津軽の民話（ひょうたん長者）を劇にして発表〉 	 〈この人全然変わらないよね。〉小学時代の写真を見て 

10月24日、七ッ館小学校で120周年を迎えた記念に学習発表会を行いました。 

発表会では120年を振り返って子供達が小学校や郷土の歴史調査をした結果、手話で 

の歌、劇などを元気よく発表しました。 

会場には、 お父さんお母さんの小学時代の写真が飾られていて、父兄らは昔をなつ 

かしみ熱心に見ていました。 

発行五所川原市役所／編集総務課〒037 五所川原市字岩木町12番地廿(ft)35 - 2111番 
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今
日
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十

一
月
一
日
）
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戸
詳
崎
戸
 

ヒ
ン
ク
セ
ン
タ
ー
の
／
叱
ノ
《J巨
 

先
駆
け
て
、
 エ
ル
ム
の
街
南
側
に
ビ
 

'7 

◇
各
常
任
委
員
会
委
員
（
敬
称

略

⑨
委
員
長
、〇
副
委
員
長
）
 

▽
総
務
常
任
委
員
会
 

⑨
長
谷
川
清
勝
、
〇
寺
田
達

也
、
大
野
欽
也
、
山
口
孝
夫
、
 

阿
部
春
市
、
野
呂
園
四
郎

▽
経
済
常
任
委
員
会
 

⑨
松
野
武
司
、
〇
福
士
寛
美
、
 

斉
藤
一
郎
、
吉
岡
浩
、
磯
遅
勇

司
、
和
島
就
蔵
 

▽
民
生
常
任
委
員
会
 

＠
葛
西
ノ
リ
ェ
、
〇
櫛
引
ユ
 

キ
子
、
平
山
則
雄
、
笠
井
幸
市
、
 

川
浪
茂
浩
、
平
山
秀
直
 

▽
建
設
常
任
委
員
会
 

⑨
木
村
清
一
、
〇
稲
葉
好
彦
、
 

前
田
清
勝
、
東
茂
美
、
葛
西
収
 

1」
、
寺
田
武
造
 

▽
議
会
運
営
委
員
会
 

⑥
木
村
清
一
、
〇
寺
田
武
造
、
 

平
山
則
雄
、
山
口
孝
夫
、
川
浪

茂
浩
、
和
島
就
蔵
、
阿
部
春
市

◇
各
組
合
議
会
議
員
 

▽
西
北
五
環
境
整
備
事
務
組
合

議
会
議
員
 
長
谷
川
清
勝
 

▽
西
北
五
精
神
薄
弱
児
施
設
組

合
議
会
議
員
 
吉
岡
浩
 

▽
五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組

合
議
会
議
員
 
磯
遷
勇
司
、
野

呂
国
四
郎
、
前
田
清
勝
 

市
議
会
議
長
に
 
斉
《
勝
一
郎
さ
ん

副
議
長
に

大
野

欽

也
さ
ん

市
議
会
第
三

回
定
例
会
 

改
選
後
初
の
市
議
会
定
例
会
が
、
 

十
月
十
六
日
に
開
会
し
、
議
長
に
斉

藤
一
郎
さ
ん

（
六
七
）
が
、ま
た
副

議
長
に
は
大
野
欽
也
さ
ん
（
六
五
）
 

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

議
長
に
な
「
た
書
藤
一
郎
さ
ん
は
、
 

昭
和
四
十
二
年
に
初
当
選
、
以
来
通

算
五
期
目
。
こ
の
間
、
建
設
常
任
委

員
長
、
交
通
体
系
整
備
促
進
特
別
委

員
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。
斉
藤
 

議
長
は
、
 
「行
政
と
議
会
は
車
の
両

輪
で
、
お
互
い
に
話
し
合
い
な
が
ら

協
力
し
誠
心
誠
意
議
会
運
営
に
努
力

し
て
い
き
た
い
」
と
、
ま
た
大
野
副

議
長
は
「
斉
藤
議
長
を
補
佐
し
な
が

ら
今
ま
で
の
市
議
と
し
て
の
経
験
を

生
か
し
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
職
務

を
全
う
し
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
抱
負

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
 

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
ハ
ー
ク
イ
ン
五
所
川

原
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
 

同
ホ
テ
ル
は
、
総
面
積
四
千
三
百

平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
、
建
物

面
積
五
百
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、
延

べ
面
積
三
千
十
三
平
方

メ
ー
ト
ル

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
十
階
建
て
。
 

総
工
費
八
億
円
。
百
三
十
七
室
の
客
 
 

ン
ン
グ
ル
の
ほ
か
デ
ラ
ッ
ク
ス
シ
ン

グ
ル
、
ツ
イ
ン
、
」で
フ
ッ
ク
ス
ツ
イ

ン
と
多
様
性
に
と
み
、
ロ
ビ
ー
の
広

さ
も
、
こ
の
規
模
の
ホ
テ
ル
と
比
べ

る
と
広
い
と
評
判
で
す
。
 

ま
た
、
虫
お
く
り
と
花
菖
蒲
を
形

ど
っ
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
中
山
総
支
配
人
は
「
虫
お
く
 

り
と
火
ま
つ
り
の
虫
の
昇
天
を
見
た
2
 

思
い
出
や
、
市
の
花
で
あ
る
花
菖
蒲
 

日
 

の
清
楚
さ
な
ど
を
描
き
た
か
「
た
」
 
H
 

と
語
っ
て
い
ま
し
た
0
 

期
 

レ
ス
ト
ラ
ン
は
宿
泊
客
だ
け
で
な

く
誰
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
入
り

口
を
別
に
し
て
い
て
ゴ
フ
ン
チ
や
デ

ィ
ナ
ー
等
に
地
酒
や
市
の
特
産
品
を

出
す
メ
ニ
ュ
ー
等
が
あ
り
、
安
く
ご

利
用
で
き
ま
す
。
 

斉藤一郎議長 

大野欽也副議長 

市 長 を 訪 問 
全国少年相撲立川大会 

団体戦準優勝・個人戦中学の部優勝 

十
月
十
七
日
、
第
十
四
回
全
国
少
年
相

撲
立
川
大
会
で
団
体
戦
準
優
勝
の
江
良
道

場
（
市
内
毘
沙
門
）
A
チ
ー
ム
が
市
役
所

を
訪
れ
成
田
市
長
に
個
人
優
勝
や
準
優
勝

の
報
止
ロ
を
しま
し
た
。
 

成
田
市
長
は
、
 
「団
体
戦
準
優
勝
お
め

で
と
う
。
こ
れ
に
満
足
し
な
い
で
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
祝
福
し
、
 

こ
れ
を
受
け
個
人
戦
中
学
の
部
で
優
勝
し

た
江
良
司
く
ん
は
「
勝
て
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
の
で
と
て
も
う
れ
し
い
。
も
っ
と

も
っ
と
け
い
こ
を
し
て
強
く
な
り
た
い
」
 

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

一
 



◇利用者の声 東芝メディア機器株式会社 総務部総務課主任 

黒 滝 昭 弘さん 
「役員の会議等で、のべ150名ほどが東京便を

利用している。今までは空港まで自家用車を利

用する社員もいたが、事故が心配だった。これ

からはバスを使用するようにしていきたい司 
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ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 
o
太
子
商
事
株
式
会
社
（
五
所
川
原
営
業
所
倉
内

豊
美
所
長
）H
寄
贈
（
ミ
ニ
豆腐
三
十
六
コ
入
二
箱
）
〇
市
内
飯
詰
字
福
泉
一
九
四
 
小

野
キ
ク
ョ
さ
ん
H
寄
贈

（カ
ボ
チ
ャ
十
個
）
〇
市
内
岩
木
町
ニ
四
ー
一
〇
 
小
山
政
信

さ
ん
H
寄
贈

（切
り
絵
額
縁
付
二
枚
）
〇
む
つ
み
会

（
木村
ヤ
チ
ェ
会
長
、
斉
藤
い
く

副
会
長
）
H
寄
贈

（
布
巾五
十
枚
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
入
れ
五
十
枚
、
靴
下
カ
バ
ー
五
十
枚
、
 

バ
ナ
ナ
ー
ー箱
）
 

⑥
五
所
川
原
市
へ
 
〇
東
北
電
力
株
式
会
社
五
所
川
原
営
業
所

（
高
坂芳
男
所
長
）
H
 

寄
贈

（
自
動点
滅
器
四
十
基
）
 

⑥
社
会
福
祉
法
人
栄
幸
園
へ
 
〇
イ
オ
ン
興
産
株
式
会
社
（
寺
尾
恭
ー
ーゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
 

ー
ジ
ャ
ー
）
H
寄
贈

（
演
台
、花
台
、
司
会
台

一
式
）
 

＠
交
通
安
全
対
策
協
議
会
へ
 〇
古
川
貴
浩
さ
ん
（
市内
雛
田
一
〇
四
ー
一
一
八）H
五
万
円
 
3 平成 9年11月1日 

覇畔鷲蕪審
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運
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川
原
5
青
森
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運
行
時
間
・
運
行
コ
ー
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「ぜったい火あそびはしないよ」 
はっぴ姿もりりしい園児たち 

秋
季
火
災
予
防
運
動
 
麟
一
 

一
日
消
防
官
 
轟

街
頭
広
報
パ
レ
ー
ド
」
 

「
つ
け
た
火
は
、
ち
ゃ
ん
と
消
す

ま
で
あ
な
た
の
火
」
を
統
一
標
語
と

し
た
秋
季
火
災
予
防
運
動
が
、
十
月

二
十
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
 

ニ
十
二
日
に
は
三
名
の

一
日
消
防

官
が
任
命
さ
れ
、
市
内
の
園
児
達
と

と
も
に
「
火
の
用
心
」
を
う
っ
た
え

な
が
ら
市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
 

◇
一
日
消
防
官
 

原
田
伸
子
さ
ん
 

同
白
生
会
老
人
福
祉
施
設
緑
風
苑

伊
藤
伸
子
さ
ん
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
か
ね
荘

佐
藤
悦
子
さ
ん
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
青
山
荘
 

五
所
川
原
秋
ま
つ
り
 

西
北
五
民
俗
 

芸
能
フ
ェ
ア
開
催
 

主
催
岡

五
所
川
原
市
観
光
協
会
 

漆
川
獅
子
舞
保
存
会
に
よ
る
 

「漆
川
獅

子
舞
」
 

十
月
十
六
日
、
ふ
る
さ
と
交
流
圏

民
セ
ン
タ
ー
・
オ
ル
テ
ン
シ
ア
小
ホ
 

ー
ル
に
お
い
て
、
西
北
五
民
俗
芸
能

フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
は
百
十
四
名
が
参
加
、
お
山

参
詣
（踊
り
）
、津
軽
あ
い
や
節
（
唄）
 

な
ど
各
地
区
の
伝
統
芸
能
が
披
露
さ

れ
、
訪
れ
た
観
客
は
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
に
拍
手
す
る
と
と
も
に
、
伝

統
芸
能
の
継
承
、
保
存
の
大
切
さ
を

再
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
 

地
域
祖
会
の
‘
員
と
し
て
 

五
所
川
原
工
業
高
校
 

全
校
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

＋
月
十
五
日
、
小
雨
降
る
中
五
所

川
原
工
業
高
等
学
校
の
全
校
生
徒
八

百
四
十
二
名
が
、
市
内
北
斗
グ
ラ
ン

ド
や
菊
ケ
丘
水
郷
公
園
な
ど
市
内
六

カ
所
に
分
か
れ
て
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
い
ま
し
た
。
 

同
校
で
は
、
平
成
四
年
か
ら
奉
仕

活
動
を
通
し
て
生
徒
達
の
公
共
（
奉

仕
す
る
心
の
育
成
、
地
域
社
会
の
一

員
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
毎
年
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
 

「ゴ
ミ
は
な
い
か
な
？
」
 

北
斗
グ
ラ
ン
ド
を
清
掃
 

す
る
女
生
徒
 



人
件
費
の
状
況
 

平
成
八
年
度
普
通
会
計
決
算

見
込
み
に
よ
る
人
件
費
の
状
況

は
「
表
1
」
の
通
り
で
す
。
ま

た
、
平
成
九
年
度
普
通
会
計
当

初
予
算
に
よ
る
人
件
費
の
う
ち
、
 

一
般
職
員
の
給
与
費
は
円
グ
ラ

フ
の
と
お
り
で
す
。
 

麟その他の 

鷺熊懸議 
喫2億3,1邸万1 
讐鷺妊円： 

劃盃手当 

7'3l霜 

難
貫
給
与
の
状
況
 

（給
料
）
 

●

職
員
の
代
表
的
な
職
種
で
あ
 

●

職
員
の
給
料
は
、
職
務
の
責

任
の
程
度
に
応
じ
級
ご
と
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
 一
般
行

政
職
員
の
級
別
の
職
員
数
の
状

況
は
「
表
4
」
の
と
お
り
で
す
。
 

（
注）
 

1
 
職
員
数
に
は
、
特
別
職
は

含
み
ま
せ
ん
。
 

2
 
給
与
費
及
び
職
員
数
は
、
 

当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
た
も
の

で
す
。
 

3
 

そ
の
他
の
手
当
は
、
扶
養
、
 

住
居
、
通
勤
、
管
理
職
、
特
殊

勤
務
な
ど
の
手
当
で
す
。
 
（退

職
手
当
は
含
み
ま
せ
ん
）
 

る
一
般
行
政
職
員
の
平
均
年
齢

及
び
平
均
給
料
月
額
は
、
 「表
 

2
」
の
と
お
り
で
す
。
 

ま
た
、
 一
般
行
政
職
の
学
歴

別
の
初
任
給
及
び
経
験
年
数
別

の
平
均
給
料
月
額
の
状
況
は
、
 

「表
3
」
の
と
お
り
で
す
。
そ

の
初
任
給
は
国
と
同
じ
で
す
。
 

（
諸
手当
）
 

●

期
末
・
勤
勉
手
当
（
い
わ
ゆ

る
ボ
ー
ナ
ス
）
は
、
国
と
同
じ

で
年
五

・
二
〇
カ
月
分
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

●

特
殊
勤
務
手
当
は
、
危
険
、
 

不
快
あ
る
い
は
勤
務
時
間
の
変

則
な
ど
、
特
殊
な
勤
務
を
し
た

職
員
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

●

退
職
者
に
支
給
さ
れ
る
退
職

手
当
は
、
退
職
時
の
給
料
と
勤

続
年
数
を
基
と
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
支
給
率
は
退
職

の
事
由
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。
 

●

扶
養
、
住
居
、
通
勤
の
各
手

当
は
、
支
給
要
件
に
該
当
し
た

場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

●

時
間
外
勤
務
手
当
（
超
過
勤

務
手
当
）
は
、
正
規
の
勤
務
時

間
外
に
勤
務
し
た
と
き
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
 

以
上
、諸
手
当
の
状
況
は
「表
 

5
」
の
と
お
り
で
す
。
 

,
 

〔表 1 〕人件費の状況（普通会計） 

区 分 
住民基本 
台帳人口 
(8年度末） 

歳出額 

A 
実収
 
質
支
 

人件費 

B 
人件費率 

(B/A) 
平

I
の
 

h成
ー
 
 

7件
 
度
率
 

年
馨

パ
 
 

8年度
見 込 

9.3.31現在 
人 

50,293 

千円 

21,860,487 

千円 

187,757 

千円 

3,097,708 

% 

14.2 

%
 
D
  

1
 

に
U
  

囲 人件費には、特別職に支給される給料 報酬が含まれています。 

職員給与費の状況（普通会計） 

職員ー人当たり給与費 654万5千円 

市
職
員
の
給
与
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
 

, 

〔表 3〕ー般行政職員の学歴別の初任給及び
経験年数別平均給料月額の状況 

（平成 9年4月1日現在） 

区 分 初任級 
採用 2年 
経過 日 
給料額 

経 	験 	年 	数 

10年以上 
15年未満 

15年以上 
20年未満 

20年以上 
25年未満 

大学卒 171,000円 184,800円 257,973円 323,173円 381,500円 

高校卒 139,300円 148,900円 226,130円 265,772円 329,017円 

〔表4〕一般行政職員の級別職員数の状況 

〔表2〕一般行政職員の 
平均年齢及び平均給料 

月額の状況 
（平成 9年4月 1日現在） 

区 	分 五所川原市 国 

平 均 年齢 42.4歳 39.1歳 

平均給料月額 330 ,173円 309 ,392円 

（平成9年 4月1日現在） 

区 	分 9 級 8 級 7 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 級 計 

標準的な 
職務内容 

部 長 参 事 課 長 
課補
 
長
佐
 

副主幹 係 長 主 任 主 事 主 事 
/

/ 

職 員 数 11人 n人 63人 61人 38人 48人 43人 42人 15人 332人 

構 成 比 3.3% 3
 

っ
U
 %
  

18.9% 18.4% 11.4% 14.5% 13.0% 12.7% 4.5% 100% 

囲 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名である。 
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〔表 5〕職員手当の状況 

区 	分 五 	所 	川 	原 	市 国 

〔 8 年度支給割合〕 
期末手当 	勤勉手当 

〔 8年度支給割合〕 
期末手当 	勤勉手当 

6 	月 	期 	1.6 月分 	0.6 月分 6 	月 	期 	1.6 月分 	0.6 月分 
期 末手 当 12 月 	期 	1.9 月分 	0.6 月分 12 月 	期 	1.9 月分 	0.6 月分 

月分 3 	月 	期 	0.5 月分 3 	月 	期 	0.5 
勤勉 手 当 

計 	 4.0 月分 	1.2 月分 計 	 4.0 月分 	1.2 月分 

職制上の段階、職務の 	f= 
誉豊とマ誉盟海誉留 -144- 	有 
級等による加算措置 	 口 

職制上の段階、職務の 	f= 
誉鷲亡マ誉黒海器詔ー 	有 
級等による加算措置 	。 

〔支給率〕 	自己都合 	勧奨・定年 〔支給率〕 	自己都合 	勧奨・定年 

勤続 20 年 	21.0 月分 	28.875月分 勤続 20 年 	21.0 月分 	28.875月分 

勤続 25 年 	33.75 月分 	44.55 月分 勤続 25 年 	33.75 月分 	44.55 月分 

勤続 35 年 	47.5 月分 	62.7 月分 勤続 35 年 	47.5 月分 	62.7 月分 

退職 手 当 
最高限度額 	60.0 月分 	62.7 月分 

1人当たり 	りにnっコ二「n 	っQ に只Qコ二［コ 素企早叙姦 	2,603千円 	23,688千円 
平均支給額 

最高限度額 	60.0 月分 	62.7 月分 

その他の加算措置 	定年前早期退職特例措置 その他の加算措置 	定年前早期退職特例措置 

退職時 退職時 	 （2%-20％加算） 

特別昇給 	 原則 2 号給 特別昇給 	 原則 1号俸 

囲 退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。 

躯
当
戴
 

琳

一
 
畔
謎
麟

特
手
 
。

I
叱

緯
 
年
醗
琴
 

区 	 分 全 職 種 

職員全体に占める手当支給職員の割合 1
 
6
 
0
 

%
  支給対象職員1人当たり平均支給年額 40,663円 

手 	当 	の 	種 	類 （手当数） 7 

代表的な 支給額の多い手当 社会福祉職手当 

手当の名称 多くの職員に支給されている手当 社会福祉職手当 

時
間
外
勤
務
手
当
  

（
普通
会
計
）
 
 

8
年
度
 

決
算
見
込
 

支 給 総 額 88,556千円 

職員1人当たり
支給総年額 

237千円 

7
年
度
 

支 給 総 額 76,282千円 

職員1人当たり
支給総年額 

202千円 

〔表6〕特別職の報酬等の 
状況 

（平成 9年4月1日現在） 

区
分
 

給料（報酬） 

月額 
期 末 手 当 

市

長
  

850,叩0円 

助
役
  

695,000円 （支給割合） 

6月期 1.6 月分 
収
入
役
 
 

620,000円 12月期 	1.9 月分 

議

長
  

425,000円 
3月期 0.5 月分 

計 	4.0 月分 
副
議
長
  

381,000円 加算措置 	有 

議

員
  

350,000円 

〔表 7 〕定員の状況 

部門別職員数の状況 

（平成9年4月1日現在） 

区
分
 

内 	 容 
国の制度
との異動 

国の制度と
異なる内容 

扶
 

養
 
手
 

当
 

配 	偶 	者 16,000円 

同
  

配
 
偶
 
者
 
以
 
外
  

1人目 
配偶者有 5,500円 

配偶者無 11,000円 

2 人 目 &500円 

3人目以上 
1人にっき 

2,000円 

満16歳の年度初めからン
満22歳の年度末までの子 

1人にっき 
3,000円加算 

住
居
手
当
 

借 	家（借間） 	限度額 	27,000円 

持 	家 	 2,500円 

一 	部 

異な る 

5年経過し
た持家の住
居手当額 

通
勤
手
当
 

交通機関等利用者 限度額 	50,000円 

交通用具利用者 限度額 	20,900円 
同 

（平成9年 4月1日現在） 

区 	 分 職 	員 	数 対 	育 『 年 増 減 数 

部 	 門 平成 7年 平成8年 平成 9年 平成 7 年 平成 8年 平成 9年 

一 般 行 政 部 門 310 310 310 2 0 0 
特 別 行 政 部 門 68 65 60 0 A3 △ 5 
公営企業等会計部門 345 346 348 △ 7 1 2 
合 	 計 723 721 718 A5 A2 A3 

囲 職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者を含み、臨時又は非常勤職員を除いています。 
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◇「犬走須恵器窯跡」概要 
発見は偶然の出来事からでした。隠川遺跡を発掘調査中の県埋蔵文

化財調査センター作業員が、 自宅近くから採取した須恵器片及び窯壁

片を同センター調査員に見せたところ、重要性を感じた県職員によ Jっ

て調査が開始されました。 

村越潔青森大学教授を調査団長とした発掘調査団により、同窯跡は

白頭山一苫小牧火山灰層（白頭山】朝鮮半島にある山、923年噴火）が

検川されたことから10世紀前半以前に作られたものであること、全長

約 7 航、最大幅約2.4気の登窯（のぼりがま）で、 2回の操業（焼成） 

があったことが認められます。l珪上遺物としては、須恵器では嚢（かめ） 

・壷（長頚壷・短頚壷・異形壷）・士不（Jっき）・鉢・小杯（ぐいのみ）の器形

があり、他に鉄製鍬先、 L師器嚢等があります。須恵器の破片数は総

数で2,919片にも及びます。 
ノ 
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須
恵
器
壷
（ロ
径
一
〇
・
五セ
ン
チ
メ
ー
トル
）
 

ず槌e 
語Iノ部 

前田野目須恵器窯跡群への検証 
（其の一） 監修五所川原市史編集協力者工藤 清泰氏 

10月4日、前田野目地区において「犬走須恵器窯跡」の説明会が行わ

れました。当市ではこれまで、賛珠山の西側を流れる前田野目川流域

やその周辺に点在する溜池付近の丘陵斜面16箇所で須恵器窯跡が発見さ

れており、今回の犬走須恵器窯跡は17箇所目となります。 これらの窯跡

は「五所川原窯跡群」と総称され、 日本最北の窯跡として県内外より注

目を集めています。 

広報では「県史跡に指定される価値」 が十分あるといわれる「犬走須

恵器窯跡」について紹介していきます。 

◇須恵器とは？ 	 .% 1 

須恵器は文明の指標といわれ、須恵器の製作時期．形態によって文明のレベルを 今回発掘された須恵器

計ることができます。 

須恵器は祝部土器（いわいべどき）、陶質土器などと呼ばれる紬薬（うわぐすり） 

をつけない素焼きの系統の焼き物で、 5世紀から12世紀（古墳時代から平安時代） 

ころを中心に生産されました。製作技術は中国の灰（かい）陶に起源をもち、直接

的には朝鮮半島より渡来した工人達によって我が国にもたらされたと考えられ、我

が国では大阪府の陶邑（すえむら）がその発祥の地とされています。 

須恵器の特色として、焼成温度が高く陶器に近い性質を持ち、灰色もしくは青灰

色の製品は、ろくろを使用したこと、丘陵の傾斜地に築いた窯で焼成したことによ 

~ って、従来の土器とは大きく違っています。 

’ 	その使われ方は嚢・壷・杯等の形態によって個々に用途が異なりますが、須恵器自体

が初期には古墳の副葬品や祭器に使われ、その後平安時代頃には官衝（かんが】地方

の役所）、寺院に納められるなどいわゆる有力者が使うものでした。一般の庶民はそ

のころはまだ土師器（はじき）を使って生活していました。 

※ 土師器＝弥生式土器から継承され、模様等いっそう簡素化が進んだ素焼きの

赤褐色の土器。屋内祭和用も一部あるが、ほとんどが厨房用具・容器であり、 

庶民の竪穴式住居から出土しています。 

◇犬走須恵器は？ 
前田野目須恵器窯跡群の今までの調査から、当市で須恵器が作られて

いた期間は 9世紀後半から11世紀にかけてと推測されます。写真で見る

とおり発掘された須恵器には様々な意匠がなされており、これは同時代

の関東、近畿地方に発掘されるものと何ら遜色ありません。またその焼

成にあたって登窯を使用していますが、犬走須恵器窯跡の特色は 2回の

操業（焼成）が認められることです。これは他の須恵器窯が 1回操業さ

れる度に破棄されるのに対し、非常にめずらしい例です。 

また、窯跡の上部（西側）には 4基の土坑が確認されました。性格に

ついては未だ明確ではありませんが、ちょうど地山が粘土層になってい

るところから粘土採掘坑として窯壁を製作する為の施設と推測されます。 

では、一体どんな人達が犬走須恵器を作っていたのでしょうか？ 

次号「須恵器を作った人々、 その生活」に続く。 

須
恵
器
長
霜
主
空（
ロ
径
一
〇
・
五セ
ン
チ
メ
 
トル
）
 



飯
詰
生
ま
れ
の
草
披
 

文
化
、
文
政
期
の
津
軽
俳
壇
に
正

風

（
松尾
芭
蕉
お
よ
び
そ
の
門
流
の

俳
風
）
を
普
及
し
、
数
多
く
の
後
進

を
育
成
し
た
内
海
草
坂
は
、
実
に
わ

が
五
所
川
原
市
大
字
飯
詰
の
出
身
者

で
あ
る
こ
と
は
市
民
諸
賢
各
位
周
知

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
 

不
肖
私
も
飯
詰
法
林
寺
の
境
内
に

建
立
さ
れ
て
い
る
『
草
坂
翁
碑
』
を

二
度
ほ
ど
拝
ま
し
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
 「灯
り
見
へ
す
な

り
て
音
あ
る
月
矛
な
」
の
俳
句
が
刻

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
 

近
年
、
市
史
編
纂
の
取
材
中
、
草

壊
の
俳
句
・
狂
句
・
漢
句
の
直
筆
を

お
さ
め
た
二
双
の
昇
風
や
門
人
の
鶴

舎

（屋
）
郁
飽
が
描
い
た
草
坂
の
肖

像
画
・
 
「咲
に
け
り
桜
に
枝
の
見
え

ぬ
ま
け
 
蔵
弾
草
城
翁
」
と
い
う
句

に
も
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

こ
の
度
、
編
纂
室
か
ら
 
「広
報
ご

し
ょ
が
わ
ら
」
 
に
 
「
内
海
草
城
に
つ

い
て
書
け
」
 
と
、た
く
さ
ん
の
資
料

を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
と
共
 
 

に
草
壊
の
生
涯
の
一
端
に
触
れ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

生
 
い
 
立
 
ち
 

草
城
は
、
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
 

に
飯
詰
村
の
豪
家
中
屋
孫
七
の

次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
母
は

同
村
大
庄
屋
を
勤
め
た
飯
塚
名
兵
衛

の
娘
で
し
た
。
幼
名
を
権
三
郎
と
い

い
ま
す
。
こ
の
両
親
の
手
で
幸
福
に

養
育
さ
れ
ま
し
た
が
、
不
幸
に
も
権

三
郎
が
十
歳
の
明
和
七
年
（
一
七
七

〇
）
七
月
八
日
に
厳
父
孫
七
が
病
死

致
し
ま
す
。
 

そ
の
後
母
の
手
で
養
育
さ
れ
ま
す

が
、
十
一
一歳
の
安
永
元
年

（
一
七
七
 

か
ら
三
年
間
同
村
愛
宕
山

（
八

幡
宮
）
の
社
僧
（
神
仏
混
清
、
寺
小

屋
の
師
匠
）
に
つ
い
て
読
み
・
書
き
 

・

算
盤
を
習
っ
て
い
ま
す
。
 

同
四
年
、
十
五
歳
に
し
て
弘
前
城

下
の
伊
勢
屋
忠
三
郎
へ
見
習
奉
公
を

し
て
い
ま
す
。
 

天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
、二
十
一
一

歳
の
時
、
見
込
ま
れ
て
親
方
町
の
造

酒
店
内
海
吉
右
衛
門
の
婿
養
子
と
な
 
 

り
ま
す
。
内
室
は
十
七
歳
の
と
よ
子

で
、
実
は
弘
前
の
竹
屋
伝
六
（
俳
号

雨
角
）
妻
の
妹
で
す
か
ら
夫
婦
養
子

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時

改
名
し
た
も
の
で
し
ょ
う
か
、
通
称

吉
六
、
名
を
公
民

（
ひろ
も
と
）
、屋

号
を
山
城
屋
と
い
っ
て
、
木
綿
古
物

業
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
こ
の
年
八
月
二
十
九
日
に

養
父
吉
右
衛
門
が
病
没
し
て
そ
の
跡

を
相
続
し
て
い
ま
す
。
 

寛
政
二
年
（

一
七
九
〇
）
三
十
歳

の
頃
、
自
分
の
門
弟
玉
之
ら
を
連
れ

て
弘
前
長
町
の
石
黒
宗
石
を
俳
譜
の

師
と
し
て
正
風
を
学
び
ま
す
。
俳
譜
 

・

狂
歌

・
漢
句
の
号
を
草
城
・
同
斎
 

・

菖
三
吾
・
無
端
、
萱
弾

（
曳）
の

草
城
・
業

（
山
麿）
、長
庵
山
鄭
な

ど
多
く
用
い
て
い
ま
す
。
特
に
俳
才

は
他
に
勝
れ
心
輯

（
師
匠
を越
す
）
 

の
誉
れ
が
あ
り
、
文
化
の
こ
ろ
に
は

四
方
の
俳
士
は
皆
そ
の
門
下
に
な
っ

た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
若
い
頃
近

衛
流
の
書
風
を
学
び
、
四
十
歳
の
頃

に
は
草
壊
流
と
い
わ
れ
る
一
派
を
成

し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
は
器

物
の
鑑
定
眼
に
も
す
ぐ
れ
、
人
皆
 
 

翁
の
眼
力
を
頼
っ
て
売
買
し
た
と
い

い
ま
す
。
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
 

五
十
四
歳
に
し
て
、
事
を
城
幾
法
師

に
学
ぶ
な
ど
実
に
多
才
な
こ
と
に
驚

か
さ
れ
ま
す
。
 

夫
婦
の
間
に
は
、
天
明
三
年
長
女

佐
与

（佐
夜
と
も
書
く
。
土
手
町
能

登
屋
善
八
二
男
善
助
を
養
子
に
迎
え

る
）
、同
五
年
二
女
佐
波
（
五所
川
原
1
1
1
 

国
屋
宇
三
郎
母
）
、寛
政
元
年
長
男
久

次

（同
五
年
死
去
）
、同
三
年
三
女
ら

く
（
五
所
川
原
飛
島
松
四
郎
母
）
、同

五
年
二
男
丈
助
（
没
年
不
明
、
二
十

一
、二
歳
と
い
う
）
と
が
誕
生
し
て
い

ま
す
。内
孫
に
は
、
ぬ
ひ
（
生年
不
明
、
 

文
政
十

一
年
死
去
）
、文
化
元
年

（
一

八
〇
四
）
幸
次
郎
（
同
四
年
死
去
）
、
 

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）和
五
郎
（
天

保
元
年
死
去
、
二
十
三
歳
）
が
誕
生
し

て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
早
世
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
飯
詰
村
の
実
兄
孫
七

も
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
に
病
死

し
、
さ
ら
に
、天
保
五
年

（
一
八三
四
）
 

に
は
五
十
数
年
間
苦
楽
を
共
に
し
た
 
 

最
愛
の
内
室
も
鬼
籍
に
入
り
ま
す
。
 

同
七
年
伊
勢
屋
善
左
衛
門
の
跡
一
一

十
年
ば
か
り
勤
め
た
親
方
町
・
大
工

町
の
名
主
役
を
依
願
退
職
し
、
翌
九

年
十
月
二
十
九
日
病
を
得
て
薬
石
効

な
く
、
俳
譜
の
愛
弟
子
有
節
・
句
偽

ら
の
看
護
も
空
し
く
眠
る
が
ご
と
く

七
十
七
歳
の
生
涯
を
終
え
ま
す
。
 

孫
和
五
郎
の
死
を
悼
む
 

天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
、「八
月
十

四
日
の
昼
過
る
よ
り
 
名
残
の
覚
悟

や
し
た
り
け
ん

我
を
病
床
に
呼
び

共
に
涙
の
さ
し
向
ひ
し
て
 
い
と
懇

ろ
の
言
葉
あ
り
 
先
立
つ
こ
の
不
孝

と
の
申
訳
も

哀
れ
と
や
言
ふ
べ
き

た
だ
善
き
処
に
往
き
て
待
ち
申
す
と

の
一
言
を

限
り
と
し

合
掌
し
て
仏

壇
に
向
か
ひ
秘
極
ど
も
に
眠
る
如
く

し
て
息
絶
え
侍
り
き
」
と
、継
孫
和
五

郎
の
臨
終
の
」司
容
に
断
腸
の
思
い
に

咽
ん
だ
草
城
翁
に

一
掬
の
涙
を
そ
そ

ぎ
、
合
掌
し
て
搬
響
致
し
ま
す
o
 

五所川原市役所 容35- 2111 

飯詰法林寺境内 
草披翁碑 
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心
っ
い
 

と
関
も
な
 

ほ
ど
を
て
 

非常に関
心を持っ
ている 

ある程度関心を
持っている 

あまり関心を 
持っていない 

   

    

お’§  全体 
 

鷲蕊驚忽忽照然照綴麟鷲豆麟 

政治への関心度 
、
ノ
  

%
  

ノ
、
 

無
，記
ぺ

抱
が
回居
“
  

青森職業能力開発短期大学校 

産業技術高度化振興会 

技術講演会開催 

× 

仕事と社会参画③ 

政治への関心 

私たちの暮らしの中で、政治への関心度

についてアンケートしたところ、「非常に関

心を持っている」「ある程度関心を持ってい

る」 と回答した人は全体で55. 3％と過

半数を越えています。 

性別で見ると、女性では糸勺50%、男性

では約64％が関心を示していますが、 こ

れを年齢別にみると男女とも24歳以下の 

⑥はつらつ女性課 内線236 

おやこ劇場第53回例会 

人形劇「かたっぽかたっぽ 

どこいった？」 

くつしたの人形といっしよに、ふしぎで 

ゆかいな世界へ、ぼうけんにでかけましょう。 

第1回上演 1 1月20日（木）開演18:30 

コミュニティセンター栄 

第2回上演 1 1月21日（金）開演18 】 30 

しきしまコミュニティセンター 

公 演 くわえ・ぱぺっとステージ 

象 幼児から小学校 2年生まで、親子 

で是非おこしください。 

い合わせ 親子劇場事務局 雪34-2170 

. 	- 	-t 繋 'JO2 I震「シ．~ 
I'JJ 

縄幕響 霜 月 

秋時雨 

グループが低い数字となり、特に女性はl0  
％ともっとも関心度が低いグループとなっ

ています。 これは女性4 5---5 4歳と比較

して、 54. 6％の差があります。 

あなたはこの結果をどう思いますか？ 

投 票 率 
女 性 男 性 

平成 7年2月 5日 県知事選挙（県選管調） 63.21% 
平成 9年 6月1日 当市長選挙（市選管調）!84.54% 79.48% 

と き 1 1月 8 日（土） 13 】 30-15 : 00 

ところ 市中央公民館 

演 題 「日本産業の発展と地域振興」 

講 師 東京工業大学名誉教授 

（山形県立産業技術短期大学校） 

清 水 二 郎 博士 

問い合わせ 青森職業能力開発短期大学校

総務課 雪 3 7 一 3201 
公
 
対
 

演
 
象
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社会福祉大会です～ご自由にご参加ください～ 

と き 

ところ 

日 程 

11月 6 日 （木） 

オルテンシア 

13 】 00～ 講演「福祉の心」 

弘前・盛雲院住冴哉 三浦義弘氏 

14 】 30～ 大会式二典 

交通安全は家庭から 

交通事故概況 
（平成 9弁 

1(ij2O目耳Vi) 

青 森 県 IJ、l Ii所川原警察署管内 

発生 ？
く
 
ー

一
 

(
i
4
 
O
 

 
一
 ー

・

ー
  

2
一
 

？
・l
  

タピ名 91
 
2
8
 

 
一
 

 

+
 
7

2
  イ寡者 7,846 

(-72 ) 
3
一
 

11
 
8
9
 

 内は、「］I声年I比 

五所川原市交通安全対策協議響難 
~ 五 所 川 原 警 察 署一

選紳ムは ゆったりハートに しっかりベルト 

r 

五所川原市立図書館から Ai3 
吻物結z物勿勧紛zzlク戸’ 

くフ小学生は本が好き！ ー’ノ'/,;'/,q,;7///n;,,,77"”ー 

悲しいことに小‘学生の利用は減っています。 

図書館の職員も、小学生は本よりゲームの

ほうが好きなんだろうなあと思っていましな。 

ところが、学校に本を持って行ったら好評な

のて二す。 

図書館に来たくても来れないノ」、学：生が多し、 

のかもしれません。 ご父兄の皆様、休日に街

でお買い物の帰りにはホ3子さんと一緒に図書

館にお立ち寄りください。 

Ko ) 知 ら 
市社会福祉協議会からのお知らせ 

一容343494 

掛縦：i』奮」」l薄寺議 

生活福祉なんでも相談所 

相談専用電話39- 1212 

＞弁護ゴオ目談 《法律問題に詳しく助言》 

11月21 H （金）予糸勺者一優先 

ンなんでも相談 《専属相言炎員が助言》 

8 : 30-20 】 00（曜日に制限があり 

ますので詳しくは市社会福祉協議会へ 

〇ところ 市老人福祉センター相談室（旧市民会館裏） 

魯鴛 - r 鷺I -'+I'.Lt1J) 

が実施されます。 

この調査は、消費者が購入する主な商品の

販売価格やサービスの半斗金などを調査し、l杉り

価政策を始め各種の行政施策を立案する際の

重要な資料を得ることを目的として行われる

国の重要な統計調査です。 

調査は、全国で青句14万の小売店舗にお願い

して主な商品の販売価格などを調査票に記入

していただきます。 

調査員が伺いましたら、 ご協力くださるよ

うお願いします。 

D問い合わせ 企画調整課統計係 内線462 

毎月1日は、県民交通安全の日 

r--―ーー弓s詫びと訂正 
I 広報l0月 1 5日号に掲載しました市老人福祉 
~ 大会顕彰状受賞者封馬タケさんの住所が金山とな 
I っておりましたが大町の間違いでしたので訂正し、 

しと土会と鷺覧讐讐烹2竺禦鷲鷲るどと覧とま二L 

9 平成 9年11月 1日 

《遺児入学祝金等の給付について》 

当市では、遺児援護対策事業'I)- ー環として

遺児入学祝金等を給不tします。 

該当者は、下記のとおり申請してください。 

⑥対象児童 義務教育終了前の者で、母子胆： 

帯、父子世帯、父母のいない世帯等のいず

れかの世ン帯に属する児童 

⑨給付金の種類 

①入学祝金 平成10年度小中学校入学者

②卒業祝金 平成 9年度中学校卒業者 

（③弔慰金 平成9年度中に遺児となった 

児童が属する世帯 

⑨申請書類 

(D遺児入学二祝金等受給申請書 

（②）口座振込申出書 

※ 上記申請書類は、福祉二事務所及び各小

中学校にあります。 

⑨申請書提出先 福祉事務所及び各小中学校

⑨提出期限 12月 5 日（金）まで 

なお、提出期限は各学校によって違うた

め、ど学校担当者までお問い合わせください。 

また、弔慰金については、上記期限後も

申請受I寸は行っております。 

⑥給付の決定 平J戎10年1月下旬頃、 申請者

に対し通知する予定です。 

郵便局からのお知らせ 
今年も10月31日からユ1勺戎 10年用年賀

はがきが発売されましたが、年賀】I犬が迷子に

ならないように、五所川原市内に出す場合も

垂引更番号は「037」、 七ニ和地区：「037-

06」 と、住所は「五所川原市～」 とはっき

りお書きください。 

平成 l0年 2 月 2 日から新郵便番号に変わ

りますので、差し出し人の郵便番号は 7桁の

新郵便番号でお書きください。 

五所川原市役所 容35 -2111 

, 



技術専門校の訓練内容を理解していただく 

ため、各科ごとにだれでも簡単にできる技術 

を体得してもらう目的て折う二います。 

〇とき 11月 9 日（日）9:O0-12:00 受付8:30 

〇ところ 県立木造高等技術専門校 

〇対象者 西北五地域の皆さん 

〇作業内容及び定員（各20名） 

（ユ）自動車科コース 誰でもできる日常点検 

（②片容接科コース 特殊溶接の実演とその取 

り扱い法・ガス抜き製作実演 

③建築科コース 工具箱製作 

一 	 ろ・簡単な水質検査 

〇そのf也 実技のできる服装・上履き（ズック等） 

〇受講料 無米斗 

〇締め切り 11月 6 日（木） 

〇問い合わせ 県立木造高等技術専門校 

合42-2424 手嶋・幸山 

〔自衛官募集案内〕 

峯自衛隊生徒（陸・海・空）募集 
受付期間 平成 9年11月 4 日（因～平成10年1月 4 日（日） 

応募資格 平成10年4月 1日現在15歳以上17 

歳未満の中学卒業（又は見込み）の男子一

試験 1次 う杓戎10年1月 5 日（月） 

2次 平成10年1月21日～25日の間の

指定する 1日 （ 1次合格者のみ） 

ところ 市中央公民館（lI欠試験） 

峯平成9年度第3次2等陸悔・空士募集 

受付期間 10月14日～11月14日 

試験期日 11月下旬予定 

詳しくは、 自衛隊青森士也方連絡部五所川原 

募集事務月〒（栄町34一5) 
容 :3 一 2305 担当 糾リII 

第3回市民軽スポーツの集しv1 
だれでも気軽にできる軽スポーツでリフレりノ

シュしてみませんか。ご家族・職場のグループ

でお誘い合わせのうえ参加してみませんかグ

トとき 11月 8 日田開始8:30--- トところ 市民体育館

ト競技種目 ①ソフトバレーボール ②インディアカ

③チャレンジ・ザ・ゲーム ④ニチレクボール

※その他いろいろな種目があります。 

ト申し込み・問い合わせ 市教育委員会 

生涯スポーツ課 内線570 

④配管科コース パッキン交換のカンどこパッキン交換のカンどこ 

集 
八こう 
/  

市医療職員採用試験 
1. 職種及び採用予定人員 

⑨薬剤師 	 2名 

②放射線技師 	 1名 

③看護婦（士）及び助産婦 若干名 

2 ．受験資格 昭和43年4月 2 日以降に生ま 

れ、次のいずれかに該当する人。 

①前記1の①～③に掲げるいずれかの免許 

を取得して1i、る人。 

②平成10年 6月末までに前記1の①～③に 

掲げるいずれかの免許を取得見込みの人。 

3. 試験のとき、ところ 

（ユ）とき 12月1日（月） 10: 30 

@）ところ 西北中央病院 2階 大会議室 

4 ．試験の方法 

作文、面接及び書類審査 

※ 問い合わせ・受付期間等の詳しいことは 

西北中央病院管理課庶務係 

合35-31 1 1 内線279・282 

A希‘ノ h旦 l/lv中Hー：工三墓 1ホ皿三輩H一首体 
脚」＼ '11.ノ、"Iノふエ/口百丹匡又巨丹ュ．秀禾 

講 	座 	名 期 日 実施時間 講 師 名 備考 

和食テーブルマナー 11月14日 
（金） 

18:30 
-20:30 木 下 照 明 プラザ

マリュウ 

男 の 料理教室 11月20日 
（木） 

18:30 
-20:30 三 森 敬 子 

郷土料理教室 11月22日 
（土） 

9:30 
-12:30 高 橋 みちよ 

税理士のよろず相談 
（相続と争族の税金） 

11月25日 
（火） 

18:30 
-20:30 島 谷 	敏 

女性社員セミナー 
「働く女性を 

とりまく労働法」 

「女性と健康」 
（性と生殖に関する健康） 

「職場における自己表現」 
（さわやかなおしやれの仕方） 
「調理実習、インスタン
ト食品の上手な使い方」 

「講演、自分らしい
生き方をめざして」 

11月19日 
（水） 

" 

'F 

11月20日 
（木） 

" 

9:30 
-10 :30 
10:40 
-12:10 
13:00 
-15 :00 
9:30 

-12 :00 
13:00 
-15 :30 

夢卑蔓重責女性 
峯 岸 とも子 
鵜緯鱗議転
教授永山正剛 

審毒隻悉北販売（株） 
毛 内 耐 子 
五所川原市立西北 

財警驚士子

漂峯播熱鍛人 
三 上 ク キ 

企
業
に働
く
女
性
社
員
対象
 

※申し込み・問い合わせ 五所川原市働く婦人の家 
" 35-8898 FAX 35-8953 

「ダッシュ~トマト339」レベルアップ講座 

夏秋トマトの品質及び収量のレベルアップ 

を図るために講座を開催します。 

@）とき 11月19日（水） 9 : 30-14 : 50 

@）ところ オルテンシア 

⑥内容 ①トマトの病害防除について 

②ボカシ肥料について 

③省力化及び農薬被害防止について 

⑨その他 参加料は無料・昼食を準備します 

⑨問い合わせ 五所川原地域農業改良普及セ 

ンター”34 一 21 1 1内線246 木本」一 

平成9年11月1日 10 
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ま感9  度「ー日技能教室」, 
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ダイヤモンドギャラリー 
（日本アムウェイ講演会） 月 

第40回五所川原市 
社会福祉大会 木 

「酉ii応に三示●一一一 Iu 私の健康づくり 

i『夫婦ニ人三脚で病気と闘っ』 

l 菖四造さんは、奥さんと二人暮らし。 毎年 

l 市の健診もかかさず受けています。 

l 平成 7年 8月脳卒中で倒れ、右肩麻庫のた 

l め歩行や発声が困難となりましたが、今年も 

1 8月には市の健診に夫婦で受診されました。 

1 8カ月間の入院生活、奥さんは毎日かかさ 

1 ず病院にいき、朝から晩まで看病したそうで 

l す。 リハビリもツサさんに支えられ、菖四造 

i さんは杖での歩行、声もでるようになりまし 

i た。 退院後は自宅の作業場にリハビリができ 

I るよう階段や鉄棒、滑車を備え付け、毎日病 

I 気と闘っています。 

I 菖四造さんの楽しみは外出することです。 

I 週一回地域福祉センターでのデイサービス、 

I 西北病院でのリハビリなどですが、何よりの 

‘ーーーニー一ー一ー＝ニ．＝ン七ニーンー＝ーー一ーー一一一 

し。毎年「篇需 
麻庫のた l 餐

今年も l 

ました。 i 

日かかさ i 

たそうで i 

、菖四造 I 

なりまし I 

リができ I 

毎日病  i 

とでトす。 l 

	気瓦て了霧藤嘉g蒜霧姦盲1 
謡を聴きにいったり、買い物1をしたりするこ ‘ 

と。 ツーサさんは夫ができること、やりたいこ ‘ 

とは体のためにやらせるよう心がけています。1 

食事もしょっぱい物1や甘い物1を控えるように

なりました。 

「夫をよく したくて一生懸命がんばってき

た。 これからも二人でがんばって悪くならな

いようにしたい」 と話すツサさんに菖四造さ

んは、 「よぐやってける。 まねでぎね。 わが

いぐなったのは、おめのおがげだありがでり

と手を合わせました。 

二人は来年金婚式、 50年連れ添った今で

は、互いに必要な存在です。 

これからもお二人お・元気て％ 

瓶1 
入浴サービス協力者

の会 （会員 42名） 

廿35 一 3494 
市社会福祉協議会 

ー
藻
川
ー
 

前
田
 
ツ

サ

さ
ん
 
（
六
七
）
 

前
田
 
菖
四

造

さ
ん
（
七
三
）
 

ー ビス、  I 
何よりの l 
ーーーンー ーニ』 

雑誰かのためにできること 

※このコ ナ では市内で活躍するボランティアグループを紹介します。 

「も
う
少
し
入
っ
て
る
が
？
」
 

「な
ん
ぼ
で
も
入
っ
て
い
る
じ
ゃ」
 
（
笑
顔
）
 

, 

讐i雄月め芽万デジジァ催物こ案 “勲潟のオルテンシア催物ご案内るる 33-21 11 

難麟饗二襲選「感動が、澄んでいく。難発雰離廃希0 う」 
, 

催 	物  開 I『灰蕩可］ 
五所川原女声コーラス 10 ．つ‘γ月り売 

0ハ r 二i1丁一子1β、、、，どフゴ〒こノ、 jO ・ 'JO 	l ハn八「” 
乙Uノロ」」f市口J己、i貝タきコ二 	 I ,uuur'i 

11 平成9年11月1日 

催 	物 開 演 入場料 

ヒ ア ノ 発 表 会 14 】 00 無 料 

トーオー楽器 
音 楽 発 表 会 10: 00 無 料 

平成9年度 
五所川原市合同金婚式 10: 00 

青森県PTA研究大会
五所川原大会分科会 13 : 00 

「ダッシュ！トマト 33 9J 
レベルアップ講座 9 】 30 無 料 

平成9年分 
年末調整説明会 10 : 00 

五十嵐由香 14: 00 無 料 ピアノ教室発表会 

ピアノ・ 
エレクトーン発表会 13 : 00 無 料 

T- SAKAZAKI 
L.H.CLUB BAND 18 : 00 無 料 

塚本悦子＆原田初美 
ピアノ教室発表会 13 : 45 無 料 

五所川原市役所 合35-2111 
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土
 

日
 

水 

金 
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曜日
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土
 

口
H
 

筆曲・木の実会発表会 

室内RCウインター 
シリーズレース 

青森県青少年育成 
県民運動推進大会 

全日本アンサンブルコンテスト
第14回西北五地区大会 

青森県PTA研究大会
五所川原大会全体会 

らんまんラジオ寄席 

〔あおぎん〕活き活き
さーくる観劇会 

13 : 00 

13: 00 

10: 30 

13 : 00 

14 : 30 

17 : 30 

9: 00 

9 】 50 

9 】 30 

整理券 

無 料 

前売 
500円 

前売 
3,000円 

1,000円 

口
］
 
又
〕
 

ノ」 

ホ
 
ー
薩
響
編
 



はつらつ女性課内線232・234 

●健康に向かってGO！教室● 
、
、ノ
 

テ
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J614 
テーマ】 

健康づくり母と子の食卓 
献立コンクール 

優秀献立の紹介 

五所川原市食生活改善推進員会 

材料〈 4~5 
じゃが芋
片栗粉 
塩 
とり肉 
白菜 
ご、ぼう 
にAノじん
ねぎ 
干し椎茸
角こAノにやく 
’由あ Iず
こんぶ
しようゆ
みりん
コンソメ
塩 
だし j十 	5 

5 人分〉 
2 イ固 
50 g 

ノ」'1/2 
150 g 

2 枚 
V3本 
70 g 

V2本 
4枚 

く 	1/2 
小 1 枚 

1 枚
大 2 
大 1 
1 イ固
少々 

5 カップ 

～水中運動で楽しい健康づくり～ 

“水の中を歩く・水の中で身体を動かす” 

ことを主体にした教室です。 

「何か運動したほうがいいかな？」 とお考 

えのあなた、健康づくりの第一歩として体験 

レてみませんか。 

く＞と き 1 1月13日（木）9: O0-12 : 00 
◇ところ サンフィッシュスポーツクラブ五所川原 

◇内 容 ウォークスイミング体験 

みなさんと保健婦でつくるグループワー 

ク 「自分にあった健康づくり」等 

◇定 員 50名、参加費は無料です。 

◇申し込み 電話にてはつらつ女性課まで 

献血のご案内」 
献血にご協力いただいた方には、健康管理

に役立つ血液検査結果を糸勺2週間後に親展に

てお送りいたします。 

期 	日 時 間 場 	所 

10 : 00 - コミュニテイセンター中川前 

11 : 30 赤十字奉仕団中川分団協賛 

11月 5 日 12 : 45 - 金 山 昭 和 館 前 

（水） 13 : 30 赤十字奉仕団松島分団協賛 

14: 00 - 藻川消防センター前 

16 : 00 赤十字奉仕団三好分団協賛 

11月10日 

（月） 

9 : 
14 

30 
: 
- 
30 
所
 
第
 
一

校
 

五高
 
刀

等
 
原
学
 

みんなの健康教室 
◆と き 1 1月 28 日（金） 13 : 00- 

◆ところ 市保健センタ- 3階ホーノレ 

◆講 師 関谷徹冶先生（西北中央病院脳外科） 

◆テーマ 頭痛のはなし 

◆主 催 北五医師会・市民保健協議会 

五所川原市役所 公35-2111 

野菜を食べたがらな

い子ども達のために藤

田推進員が考えた1品
です。 （広報 8 月1日
号私の健康づくり） 

じゃが芋やにんじん、 

ごぼうなどの野菜に含

まれる食物繊維があな

たの腸をきれいにしま

す。 

☆ 作り方の①は、 了

ども達が喜んで作る

のでは？ 

~一 

●作り方

①じゃが芋は、皮をむかずゆでて、熱いうちに

っぶし、片栗粉、塩を入れて混ぜ、 1 口大の

平らに丸め、熱湯でゆでる。 

②ごぼうは、 ささがきしてあくぬき、にんじん

は、 いちよう切り、 その他も 1 口大に切る

③昆布だし汁に調味料を加え、具を煮て、最後

に①の芋もちを入れ、味をととのえる。 

☆ひと工夫でおやつに☆ ①の芋もちは、焼い

て醤油をぬり、海苔を巻けば、おいしい“磯

部巻き”のできあがり。 

rストップ（ラり早食い 	、 
~ 全国米唐房2 病週間 ~ 
、 	 11月5日～11日ノ 

早食いは、肥満や糖尿病を拓

く原因のひとつです。頭でわか r 

っていても、なかなか改められ

ない早食いを治すーポイントを紹介します。 

①1口30回噛、 1口こI’とに箸を置く。 

②会話をしながら楽しく食べる習慣を。 

③食卓を囲む周りの人のペースに合わせる。 

④一番最後に食べ終わるようにする。 

平成 9年11月1日 12 
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